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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】令和1年9月19日(2019.9.19)

【公開番号】特開2018-27210(P2018-27210A)
【公開日】平成30年2月22日(2018.2.22)
【年通号数】公開・登録公報2018-007
【出願番号】特願2016-160528(P2016-160528)
【国際特許分類】
   Ａ６３Ｆ   7/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６３Ｆ    7/02     ３２４Ｅ
   Ａ６３Ｆ    7/02     ３３４　

【手続補正書】
【提出日】令和1年8月2日(2019.8.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技の進行を制御する主制御部からのコマンドに基づいて演出の進行を制御可能な演出
制御部を備える遊技機であって、
　前記演出制御部は、
　演出画像を描画するための画像のデータを記憶させた記憶素子を備えた演出データ基板
と、
　前記演出データ基板から読み出した前記画像のデータから、前記演出画像を作成して複
数の方式の信号を出力する画像作成基板と、
　前記画像作成基板からの前記複数の方式の信号から、画像表示装置で表示するために必
要な方式の信号を前記画像表示装置に出力する画像出力基板と、
　を少なくとも含み、
　前記演出制御部の各基板は開放するためには封印部を破壊する必要がある基板ボックス
に収容され、
　前記画像作成基板は、前記演出データ基板および前記画像出力基板と個別にコネクタで
接続され、
　前記画像作成基板と前記画像出力基板を接続するコネクタは基板の取付けの誤差を吸収
することが可能なフローティング機構を備えた基板間コネクタであること
　を特徴とした遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００２】
　従来より、図柄、各種背景画像、文字、キャラクタなどの画像データが記憶されるＲＯ
Ｍ、種々の画像を表示する表示装置を制御するＣＰＵ等が実装される演出制御基板等を備
える遊技機が提案されている（例えば、特許文献１）。
【手続補正３】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１６－１１６６６７号公報（図２）
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００４】
　ところで、表示装置に入力される映像信号の方式には複数種類のものがある。このため
、特許文献１に記載される遊技機においては、表示装置に入力される映像信号に合わせて
演出制御基板を改変して製造する必要があり、演出制御基板のコストを抑制することが困
難であった。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　本発明は、このような事情に鑑みてなされたものであり、その目的とするところは、演
出制御基板のコストを抑制することができる遊技機を提供することにある。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　（解決手段１）
　遊技の進行を制御する主制御部からのコマンドに基づいて演出の進行を制御可能な演出
制御部を備える遊技機であって、前記演出制御部は、演出画像を描画するための画像のデ
ータを記憶させた記憶素子を備えた演出データ基板と、前記演出データ基板から読み出し
た前記画像のデータから、前記演出画像を作成して複数の方式の信号を出力する画像作成
基板と、前記画像作成基板からの前記複数の方式の信号から、画像表示装置で表示するた
めに必要な方式の信号を前記画像表示装置に出力する画像出力基板と、を少なくとも含み
、前記演出制御部の各基板は開放するためには封印部を破壊する必要がある基板ボックス
に収容され、前記画像作成基板は、前記演出データ基板および前記画像出力基板と個別に
コネクタで接続され、前記画像作成基板と前記画像出力基板を接続するコネクタは基板の
取付けの誤差を吸収することが可能なフローティング機構を備えた基板間コネクタである
ことを特徴とした遊技機。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
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【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　本発明の遊技機においては、演出制御基板のコストを抑制することができる。
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